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Serial Dilutions of Antibody

Control Antigan=10{ns —— Antigan=10ng

—— Antigan=30ng —— Antigan=100n=

CD156 ¥ 7 2 mAb (4%) %ML\ iz Hela @B nmEEytdtE. 5. DRAQS &3 DNA
BE., 7 AlexaFluor-555 7 7 OA SV T SNFETIFU T4 T AV K,

CD156 Y9 A mAb (&) £ AT+ 7 3> hA—IL (F7) ZEAL = HL-60 8l ~7 0 —
HA MA MY =D,

120 160 200
1 1

Counts
80
1

o

Web: https://japan.enkilife.com E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



	
	製品名: CD156マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM82205
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ADAM（ディスインテグリンおよびメタロプロテアーゼドメイン）ファミリーのメンバーをコードします。このファミリーのメンバーは、ヘビ毒ディスインテグリンと構造的に類似する膜アンカー型タンパク質であり、受精、筋発達、神経新生など、細胞間および細胞-マトリックス相互作用を伴う様々な生物学的プロセスに関与していることが示唆されています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、神経変性における細胞接着に関与している可能性があり、喘息を含むアレルギー性呼吸器疾患の標的となると考えられています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD156マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD156 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。

